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国際化のなかの韓国食品産業

〔要　　　旨〕

１ 韓国の食品産業は，その農業と同様に徐々に自由化・国際化の波にさらされてきた。
2004年４月からは韓国初のFTAがチリとの間で発効し，日本とのFTA交渉，WTO新多角
化交渉も進んでいる。

２ 韓国食品製造業の総出荷額は，約４兆円と日本の約８分の１(人口は約３分の１強)の規模
だが，外食産業市場規模とほぼ同額で，近年の生産額伸び率は製造業全体のそれを上回っ
ており，業種別には｢酪農製品等製造業｣｢肉･果菜･油脂加工業｣が好調で，素材型の｢穀物
加工品･でん粉･飼料製造業｣は相対的に低くなっている。

３ 近年の韓国の食生活は，①洋風化･日本化(食の内容変化)，②簡便化･外部化(食の形態変
化)が急速に進展しており，外食産業売上高の最近５年間の伸び率は23％を超え，うち西
洋式，日本式食堂の伸び率は40％を超えている。

４ 農産物輸出を拡大している中国からの輸入が増加しており，食文化のシンボルであるキ
ムチでさえ白菜･塩漬白菜を加えてみた輸入量は韓国内工場生産キムチ約50万トンの１割
を超え，純輸入国に転化している。キムチの輸入単価は，韓国内工場卸売価格の３～４割
弱にとどまる。

５ １次産品に近い素材型産業をみると，製粉，製糖産業は原料農産物の国内生産が僅少･
皆無であること等から，大手７～８社の独占･寡占で，アメリカ等から原料を低関税で輸
入･加工し，内需を満たした後の生産物を日本を含むアジアに輸出している。でん粉･でん
粉糖産業も同様だが，馬鈴薯，甘薯の国内生産があることから，関税障壁による国内農産
物，同加工品(でん粉)保護が行われている。

６ 食品産業は，それぞれの国の農業との深いつながりのもとに成立しており，利害が必ず
しも一致しないこともあるが，双方相まって一国の食料事情を形成しており，それぞれの
保護･育成を図る観点が重要である。

７ 韓国も日本もその国内食料･農業事情は，専業農家比率を除けば極めて似通っている。
食料自給率は，主に第二次世界大戦後のアメリカの援助物資により縮小したものと考えら
れる小麦生産と，水田中心で飼料用穀物の生産量が少ないことを主因に，2002年で韓国
47％，日本40％と低迷している。日韓FTAは，双方の国内食料･農業事情をよく理解し合
い，その必要な保護･育成を確保していくものとする必要があろう。
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韓国の食品産業は，その農業と同様に

徐々に自由化，国際化の波にさらされてき

た。例えば素材型食品産業の代表格である，

製粉，製糖産業では，まず小麦粉が1985年

に輸入自由化され，精製糖はガット・ウル

グアイラウンド合意に基づいて，94年から

輸入自由化された。
（注１）

この2004年４月からは

韓国初のFTAがチリとの間で発効し，日

本とのFTA交渉，WTO新多角化交渉も進

んでいる。

しかしながら，国際化の波は制度面の輸

入自由化，輸入障壁の側面と，国際需給等

による実際の輸入圧力の両面からとらえる

必要がある。

韓国においては，近年農産物輸出を拡大

している中国から物理的距離の近さや食材

の近似性もあって，日本と同様に農産物輸

入が増加しており，輸入品目は生鮮食品の

ほか韓国食文化のシンボルとも言うべきキ

ムチにまで及んでいる。そこで，本稿では

キムチ産業と，素材型食品産業の代表格で

ある製粉，製糖，でん粉・でん粉糖産業を

取り上げて，国際化の影響を受けつつある

韓国食品産業の動向を検討することとした

い。
（注１）｢輸入自由化｣とは輸入制限品目から解除さ
れたとの趣旨で，当然のことながら関税障壁等
は残る。

初めに韓国食品産業全体について概観す

ることとしたい。食品製造業を主体にしつ

つ，広義の食品産業である外食産業も含め

て整理しておくこととする。

（１） 韓国食品産業の沿革

食品産業の歴史は韓国産業界のなかでは

相対的に古く，1945年の朝鮮解放の時点で

韓国が擁していた工業部門（軽工業）の一

角を占めていた。朝鮮戦争休戦（1953年）

後，アメリカの援助によって，製粉，製糖，

繊維のいわゆる｢三白産業｣が活況を呈し

た。援助は主に物資供与の形で行われ，そ
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の大半は小麦，原

糖，原毛，原綿等

の 原 資 材 で あ

った。
（注２）

確かに，後記の

とおり，韓国製粉

企業，製糖企業の

設立年は1950年代

に集中している。

当時設立された企

業が，少なくとも製粉，製糖業界に限って

言えば今日まで存続し，寡占構造を形成し

ている。

なお，このような食品産業の成立過程は，

一方で小麦をほとんど海外に依存する等，

韓国内農業にも多大な影響を与えている。

（注２）渡辺・金（1996）

（２） 韓国食品産業の概況

ａ　韓国食品製造業の概況

韓国の食品製造業全体（食品製造業と飲

料製造業の合計，以下同じ）の規模，地位等

をみると，事業所数は８千（全製造業中

7.3％），従業員数は18万人（同6.8％），製造

品出荷額は42兆ウォン（同6.8％，約4.2兆

円＜100ウォン=約10円＞），付加価値額は16

兆ウォン（同6.9％，約1.6兆円），付加価値

額の出荷額に占める割合は39.2％（全製造

業では38.4％）と，日本の食品製造業の地

位（全製造業中１割強の地位）とは，少し趣

きを異にしている（第１表）。

地位・占有率の相対的低さは，食品製造

業の面的展開度が相対的に低いことによる
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ものと推定される。なお，崔（2000）は韓

国食品工業の課題として｢・・・，農産物の

加工割合が他の国に比べて非常に低

い・・・｡｣と述べている。

韓国食品製造業の従業員規模別構成をみ

ると，従業員数100人以上の304事業体（全

体の４％）が総売上高の52％を占めており

（02年），日本（同6.3％の2,551事業体が総出

荷額の57.0％を占める）と同様に全体的な生

産集中度が高くなっている（第２表）。

韓国食品製造業の業種別の生産額推移に

ついて，00年から02年への２年間の生産額

伸び率でみると，飲食料品製造業全体で

14.5％と製造業全体（12.3％）を上回ってお

り，特に｢酪農製品・アイスクリーム製造

業｣（23.3％），｢肉・果菜・油脂加工業｣

（18.5％）で好調である。一方，素材型を中

心とする基礎的食料品である｢穀物加工

品・でん粉・飼料製造業｣の伸び率は同

9.2％と相対的に低いものとなっている（第

３表）。これらは，韓国内における食生活

の，①洋風化・日本化（食の内容の変化），

②簡便化・外部化（食の形態の変化）等か

（単位　千事業所，千人，１０億ウォン，１０億円，％）

資料　韓国統計庁ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｋｏｓｉｓ．ｎｓｏ．ｇｏ．ｋｒ/）の「鉱業・製造業統計調査」,『（日本）工
業統計表』から作成�

（注）　「食品製造業」は,「食料品製造業」と「飲料製造業」の合計（たばこ製造業は含まない）。�

第1表　韓国と日本の食品製造業比較（２００２年）�
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らも影響を受けているものと考えられる。

韓国食品産業の付加価値，雇用の推移は

第４表のとおりで，GDPの増大にあわせて

順調に拡大してきた。

ｂ　韓国外食産業の概況

広義の食品産業のもう一方の翼を担う外

食産業の動向はどうだろうか。

韓国においては，ソウルオリンピックが

開催された88年ごろを起点にして食生活の

変化が生じ始め，02年のワールドカップ開

催以来の２年間で急速に多様化・高度化し

てきたといわれる。主婦年齢で現在37歳

（1967年生まれ）ごろを境にして，韓国の伝

統食からの解放度が高

くなるともいわれ，夕

飯の形態もおかずが10

品並ぶ韓国食から，日

本と同様に２～３品の

おかずが並ぶ食生活へ

の変化もみられてきて

いるといわれる。
（注３）

これらは，核家族化

の進展，女性の社会進

出，共働き世帯の増加

等のライフスタイルの

変化に加え，海外旅行

が盛んになり洋食や日

本食への嗜好が高まっ

たことなどを背景に生

じていると思われる。

そして，ライフスタイ

ルの変化等は外食産業

（単位　個，１０億ウォン，％）
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資料　第１表に同じ �
（注）　たばこ製造業は除く（日本には含む）。  
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資料　韓国農水産畜産新聞『韓国食品年鑑（２００３）』（韓国銀行『国民計算』,韓国統計庁『鉱工業
統計調査報告書』『韓国統計年鑑』）�

第4表　韓国食品産業の付加価値・雇用推移�
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第3表　韓国食品製造業生産額の業種別推移�

資料　第１表に同じ      �
（注）　たばこ製造業は除く。日本の数値は出荷額。   



の成長をもたらしている。

韓国の外食産業市場規模の近年における

推移について，96年から01年への５年間の

売上高伸び率でみると23.2％と高率で，01

年の売上高は41兆ウォン弱（約４兆円）と

なっている（第５表）。外食産業市場規模

は日本同様前述の食品製造業の総出荷額と

ほぼ見合っているが（規模は日本の約８分

の１），今後はそれを上回って成長するこ

とも予想される。

外食産業のうち韓国における食堂業（レ

ストラン業）について着目し，その業態推

移について同じように96年から01年への５

年間の変化でみると，食堂業全体の売上高

伸び率は36.1％で，01年の売上高は25兆ウ

ォン（約2.5兆円）となっている。食の外部

化の受け皿は，売上高（シェア58.4％，01年）

でも，売上高増加額でも韓国式食堂がトッ

プだが，売上高伸び率だけでみると日本式，

西洋式食堂がともに40％を超え，ファース

トフードの売上高は2.7兆ウォン弱（約0.27

兆円，シェア10.6％）に達しており，韓国に

おける食の外部化が洋風化，日本化を伴い

つつ進展していることが分かる（第６表）｡
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（注３）本多（2003）

韓国農産物貿易を詳述することは本稿の

主目的ではないことから，食品産業に着目

しつつ必要最小限の整理をしておこう。

（１） 輸入

韓国の農産物輸入1,500万トンを品目別

に見てみると，１位はうち200万トン程度

がでん粉・でん粉糖産業の原料となるトウ

モロコシが853万トンで圧倒的に多く，そ

のほとんどがアメリカからの輸入となって

いる。次いで主に製粉産業の原料となる小

麦が325万トンで，多くはアメリカ，オー

ストラリアから輸入されている。３位は大

豆の134万トンで，これら上位３品で1,300

万トン強と韓国全体の農産物輸入量の

85.2％を占めている（01年，第７表）。

なお，農産物輸入金額は57億200万米ド

事業体数（千個）�

従事者数（千人）�

売上額�
（１０億ウォン，億円）�

資料　韓国統計庁ホームページの｢卸小売業およびサービ
ス業総調査｣,外食産業総合調査研究センター『外食産
業統計資料集（２００３年）』から作成　　  �

（注）　宿泊および飲食店業の全体数値。  

第5表　韓国外食産業市場規模推移�

５４０�

１，４６９�

４０，９１１�

０１�

５５５�

１，３８６�

３３，２１０�

１９９６年�

△２．７�

６．０�

２３．２�

伸び率�
（０１/９６）�

韓国�

７９５�

４，２９３�

３２０，２６２�

０１�

日本�

　　　　 （単位　千個，１０億ウォン，％）

韓国式�
中国式�
日本式�
西洋式�
ファーストフード�
麺類･のり巻�
その他�

　 食堂業計�

資料　第５表に同じ     �
（注）１　９６年は９１年韓国標準産業分類基準,０１年は００年韓国標準

産業分類基準の数値。     �
２　０１年の｢その他｣に｢ファーストフード｣｢麺類･のり巻｣を加
えた場合の９６年｢その他｣からの伸び率は, ｢事業体数」△
４．７％,「売上高」６４．２％となる。�

第6表　韓国における食堂業の業態推移�

２１９�
２４�
４�
１５�
…�
…�
８６�

３４８�

事業�
体数�

１１，４８１�
１，３５９�
６７６�
１，１９９�
…�
…�

３，８６１�

１８，５７６�

売上高�事業�体数�売上高�
事業�
体数�売上高�

１９９６年�

２２９�
２４�
５�
１４�
２４�
４９�
９�

３５４�

１４，７６１�
１，５３０�
９６４�
１，６８２�
２，６９１�
１，８４３�
１，８０６�

２５，２７７�

０１�

４．６�
０．０�
２５．０�
△６．７�

-�
-�

△８９．５�

１．７�

２８．６�
１２．６�
４２．６�
４０．３�
-�
-�

△５３．２�

３６．１�

伸び率（０１/９６）�

２　韓国農産物貿易の概要



ル（以下「ドル」）で韓国全体の輸入金額

1,521億ドルの3.7％にとどまっている（
（注４）

02

年）。

（注４）韓国農林部『農林統計年報（2003）』

（２） 輸出

一方，韓国の数量ベースの農産物輸出は

50万トンと小さく，１位は砂糖の32万４千

トンで，香港，中国，日本，

フィリピン，シンガポール

等，アジア諸国を中心に輸

出されている。２位は豚肉

の３万８千トン，３位は白

菜の３万２千トンで，上位

３品で39万４千トンと韓国

全体の農産物輸出量の

79.1％を占めている（01年，

第７表）。

なお，農産物輸出金額は

13億7,500万ドルで韓国全

体の輸出金額1,625億ドル

の0.8％にとどまっている。
（注５）

（注５）（注４）に同じ。

（３） 対日輸出入

次に，対日輸出入の概況を見ておこう。

ａ　輸出入金額

韓国の対日農産物輸出額は農産物合計で

は460百万ドルとなっている。これに対し

て対日農産物輸入額は153百万ドルにとど

まり，全体では307百万ドルの輸出超過と

なっている（02年，第８表）。

ｂ　輸出入品目

（a） 対日輸出品目

韓国の主な対日農産物輸出品目を見てみ

ると加工食品が圧倒的に多い。

金額ベースで１位なのは｢エチルアルコ

ール・蒸留酒（韓国焼酎等）｣（91百万ドル），

２位は｢野菜缶びん詰等（キムチ等）｣（76
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 （単位　千トン）

農産物計�

トウモロコシ�
小麦�
大豆�
大豆油�
椰子油�
米�
バナナ�
牛肉�
大麦�
その他の野菜�

上位１０品目計�

１５，８９２�

８，８８８�
３，２６６�
１，５８６�
３４０�
２００�
１０７�
１８４�
２２３�
１４６�
１４３�

１５，０８２�

農産物計�

砂糖�
豚肉�
白菜�
栗�
梨�
トマト�
キュウリ�
粉乳�
キャベツ�
その他の野菜�

上位１０品目計�

資料　韓国農村経済研究院『食品需給表(２００１)』から作成  

第7表　韓国の品目別農産物輸出入状況�

輸　入� ２０００年�

１５，３９５�

８，５２９�
３，２５１�
１，３４４�
３６１�
２２６�
２１７�
１９５�
１６６�
１６２�
１３１�

１４，５８２�

０１�

５５８�

４２２�
１６�
２６�
１６�
９�
１３�
６�
４�
１�
８�

５２０�

輸　出 ００�

４９８�

３２４�
３８�
３２�
１７�
１１�
１０�
８�
７�
６�
５�

４５８�

０１�

米国�

２００１年� ０２�

中国�

０１� ０２�

日本�

０１� ０２�

（単位　百万ドル）�

韓国全体 �

農林水産物計�

　農産物�
　畜産物�
　林産物�
　水産物�

韓国全体 �

農林水産物計�

　農産物�
　畜産物�
　林産物�
　水産物�

韓国全体 �

農林水産物計�

輸
出�

輸
入�

収
支�

第8表　韓国の主要相手国別農林水産物輸出入額�

資料　韓国農林部『農林業主要統計（２００３）』,韓国海洋水産開発院『水産海洋環境統計
（２００２）』から作成      

３１，２１１�

２５５�

１４８�
１３�
１２�
８２�

２２，３７６�

２，５２９�

１，５２７�
６６１�
１８４�
１５９�

８，８３５�

△２，２７４�

３２，７８０�

２１４�

１８５�
１８�
１１�
…�

２３，００９�

２，４７１�

１，３１４�
９７８�
１７９�
…�

９，７７１�

△２，２５７�

１８，１９０�

１６４�

６８�
４�
３７�
５６�

１３，３０３�

１，７４６�

８４６�
３２�
２３３�
６３４�

４，８８７�

△１，５８１�

２３，７５４�

１３０�

９６�
３�
３１�
…�

１７，４００�

１，６０１�
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△１，４７２�
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２９�
１３５�
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２６，６３３�

３４６�
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３８�
１２�
１３９�

△１０，１２７�
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百万ドル）である。

３位以下には１次産品の｢栗｣（47百万ド

ル）を挟んで，４位が｢穀物・穀粉調製品｣

（46百万ドル），５位，６位に１次産品の｢ピ

ーマン｣（28百万ドル），｢マツタケ｣（23百

万ドル）を挟んで，７位が｢ココア調製品｣，

８位が｢乳製品・同調製品｣（各17百万ドル）

等となっている
（注６）

（02年）。

（b） 対日輸入品目

韓国の主な対日農産物輸入品目も同様に

加工食品が多く，１位は｢紙巻タバコ｣が40

百万ドルで圧倒的に大きい。

以下は，２位｢調製飼料｣（17百万ドル），

３位の｢野菜の種｣（11百万ドル）を挟んで，

４位｢植物性の液汁・エキス｣（８百万ドル），

５位｢デキストリン（変性でん粉）｣（５百

万ドル），６位｢キャンディー類｣（４百万ド

ル）等となっている（
（注７）

02年）。
（注６）日本貿易振興機構『アグロトレード・ハン
ドブック（2003）』

（注７）（注６）に同じ。

（１） 国際化の影響を受ける

韓国食品産業

――キムチ産業を例にして――

ａ　韓国内の需給・価格動向

韓国内のキムチ需要は，01年に154万３

千トンで，近年ほぼ横ばい状態となってい

る。このうち，工場で生産されるキムチは

50万８千トンと約３割強を占め，近年漸増

傾向にある。また，１日１人当たりの需要

量は91.11gで，減少傾向にある（第９表）。

これらは，前述の核家族化等のライフス

タイルの変化，食生活の洋風化・日本化，

簡便化・外部化等に起因しているものと考

えられる。

工場生産キムチのうち大宗の32万８千ト

ン（64％）が一般市販され，次いで団体給

食９万６千トン（19％），官・軍納５万４

千トン（11％），輸出３万トン（６％）に供

される。
（注８）

韓国内におけるキムチの工場卸売価格

は，02年で1,300～1,800ウォン／kg（約130

～180円／kg）となっている。
（注９）

一方，韓国内

におけるキムチの小売価格は，ソウル市内

の04年１月時点で3,710ウォン／500ｇ（約

742円／kg）となっており，
（注10）

小売価格は工場

卸売価格の４～5.5倍の水準となっている。

なお，韓国のキムチの輸出単価は，02年

に2,715ドル／トン（約299円／kg，１ドル=約

110円）で，近年低下傾向にある。
（注11）

これは

安価な中国産品の流入等に影響されたもの

と考えられる。

ｂ　韓国内の業界・生産動向

韓国内のキムチ製造企業は459社あり，
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３　国際化と韓国食品産業

（単位　g，千トン）�

１９９７年�
９８�
９９�
００�
０１�

資料　韓国農水畜産新聞『韓国食品年鑑（２００３）』  

第9表　キムチの韓国における�
国内需要動向�

９１．０７�
９５．９４�
９３．８８�
９２．４７�
９１．１１�

１人当たり�
１日需要量�

１，５０４�
１，５９５�
１，５７１�
１，５５７�
１，５４３�

年間　　�
総需要量�

４１７�
４５５�
４７３�
４８７�
５０８�

うち　　　�
工場生産物�



各地区（６特別市，９道）にほぼ均等に分

布している。

対日輸出の大宗は地方中小企業産のもの

で，100％原産地表示をすることになって

いるといわれる。また，大手企業は副原料

である，とうがらし，ニンニクについて中

国産のものを用いているといわれる。

459社の生産能力（１日（８時間）当たり）

は1,777トンあり，生産実績839トンはその

47.2％と稼働率は低位にとどまっている。
（注12）

なお，農協キムチはすべて韓国産原材料

を使用しているものとされ，中国産原材料

使用物よりも相対的に単価は高くなってい

るとされるが，
（注13）

韓国におけるキムチ輸出実

績では４位の位置を占めている（
（注14）

02年度）。

ｃ　韓国内の原材料生産状況

キムチ生産に使用する韓国内原料農産物

の生産状況をみると，材料の大宗を占める

白菜の生産量，栽培面積は中国からの輸入

による影響もあって長期的な減少傾向にあ

り，02年では213万９千トン，３万５千ha

となっている。

大根も同様の傾向にあり，02年の生産量，

栽培面積は，120万１千トン，２万６千ha
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である。

トウガラシ，ニンニク，ネギ，生姜は長

期的にほぼ安定した生産量，栽培面積とな

っている（第10表）。

ｄ　韓国における輸出入動向

（a） 輸出

韓国におけるキムチの主な輸出先は日本

で，02年に２万７千トン，7,400万ドルと

キムチ総輸出量・額のそれぞれ93％を占め

ており，長期的には増加傾向にある。残り

は，アメリカと中国で，各768トン・190万

９千ドル，19トン・4,200ドルと微々たる

ものとなっているが，アメリカ向け輸出は

近年急増している（第11表）。

（b） 輸入

韓国におけるキムチ輸入は，ほとんどが

中国からで，02年で1,042トンと微々たる

ものにとどまっている（第12表）。しかし

ながら，これに材料となる生鮮白菜，塩漬

白菜をキムチ換算して加えた場合には02年

で１万４千トンとなり，近年のピーク00年

では４万７千トンにのぼっている（第13

表）。

 （単位　千トン，千ha）�

白菜�
大根�
唐辛子�
ニンニク�
ネギ�
生姜�

資料　韓国農水畜産新聞『韓国食品年鑑(２００３)』(韓国農林部『農林業主要統計(２００３)』),韓国農林部『農林統計年
報(２００３)』から作成　　　     

第１０表　キムチ類原材料の韓国における生産状況�

３，５４７�
１，４８５�
１８７�
３９３�
５５５�
４０�

生産量�

５０�
３２�
８５�
３６�
２１�
４�

栽培面積�

１９９３年�

２，４９６�
１，３９５�
１４７�
３９４�
５００�
４７�

生産量�

４１�
３２�
６５�
３７�
２０�
５�

栽培面積�

９８�

２，８６９�
１，５０７�
１９４�
４７４�
６５８�
１７�

生産量�

４６�
３４�
７５�
４５�
２４�
２�

栽培面積�

００�

２，８０４�
１，５０２�
１８０�
４０６�
６３６�
２１�

生産量�

４４�
３３�
７１�
３７�
２２�
２�

栽培面積�

０１�

２，１３９�
１，２０１�
１９３�
３９４�
５６７�
３０�

生産量�

３５�
２６�
７２�
３３�
１９�
３�

栽培面積�

０２�



03年１～11月の間では，白菜と塩漬白菜

を加えた中国からのキムチ輸入量は５万６

千トンで，韓国のキムチ輸出量３万トンを

上回って韓国がキムチの輸入超過国になる

という状況に至っている。
（注15）

この量は，年間

国内需要量約150万トンと比べるとまだ小

さなものにとどまるが，うち工場生産キム

チ約50万トンと比すとその１割を超える大

きな動きとなる。また，外食産業で供され

るキムチのうち相当部分は輸入物ともいわ

れる。

韓国におけるキムチの輸入単価は，02年

の平均値で450ドル／トン（約50円／kg）と，

前述の韓国内工場卸売価格（約130～180

円／kg）と比して，極めて安価となってい

る（第14表）。

中国でのキムチ生産は，韓国企業との共

同出資や，韓国キムチ製造者雇用によって

行われているとされる。
（注16）

なお，韓国におけ

るキムチ輸出実績１位の企業は斗山（株）

（02年度）であるが，斗山はキムチ事業拡

大のために中国現地工場の設立を推進して

いる。
（注17）

ｅ　中国産品（半製品を含む）のもたらす

問題

中国産キムチやその半製品（塩漬白菜等）

を用いた韓国産キムチを巡っては，原産地

表示の問題が発生する。原産地の判断やそ

の管理を誰がどのように行うのか，FTA

に関しては迂回輸出をどのように防止する
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（単位　トン，千ドル）
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輸出量�

金額�

輸出量�

金額�
資料　第９表に同じ�
（注）　計は韓国計で表示３国の計とは一致しない。 �

第11表　キムチの韓国における輸出状況�
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第12表　キムチの韓国における輸入状況�
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-
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１，０４２�

４６９�

０�

０�

１，０４２�

４６８�

０�

０�

０２�

（単位　トン）

キムチ�

生鮮白菜�

塩漬白菜�

キムチ換算�

資料　李ウック（２００３）『中国産キムチの輸出拡大による影
響と対応方策』ＣＥＯ　Ｆｏｃｕｓ,１１５号,２００３．５,韓国農
協中央会（資料：韓国貿易協会,総合貿易情報（ｋｏｔｉｓ））�

（注）１　塩漬白菜はその他の一時貯蔵野菜（ＨＳＫ ０７１１９０
５０９９）の輸入量をすべて塩漬白菜と仮定して計算。�
２　白菜類のキムチ換算は生鮮白菜の場合,塩漬け･
脱水後の含水率６０％,塩漬白菜は脱水後の含水率８
０％と推定し,キムチ生産量は塩漬白菜と味付けの
ためのものの割合を７：３と推計して計算。     

第13表　中国産キムチ類の韓国における�
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第14表　キムチの韓国における輸入単価�
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かということが問題になる。04年４月発効

の韓国・チリFTAでは，加工食品の内容

保証の問題として，チリ側から原料・生産

者ID，検査機関の表示義務付けの要求が出

されたといわれる。

いずれにせよ，FTAを含む日韓間にお

いても，迂回輸出が防止できるような対応

が望まれよう。

なお，韓国のキムチにかかる現在の国境

措置は関税障壁のみで，輸入関税率は20％

となっている。おって，韓国・チリFTA

では，この関税率を向こう５年間で順次引

下げ2009年には撤廃することとされた。

ｆ　要約と今後の展望

以上，韓国のキムチ産業の動向を述べて

きたが，その特徴は，本来的には内需産業

の代表格でありながら対日依存の形で相当

量の輸出を恒常化する一方，中国からの製

品，原料輸入に脅かされつつ，自ら合弁等

の形での開発輸入を進めているところにあ

る。

今後とも，こういったつながりと相互の

影響は，ますます深まっていくものと予想

される。

（注８）韓国農水畜産新聞『韓国食品年鑑（2003）』
（注９）（注８）に同じ。
（注10）韓国統計庁『消費者物価調査月報（2004.1）』
（注11）（注８）に同じ。
（注12）（注８）に同じ。
（注13）李（2003）
（注14）（注８）に同じ。
（注15）｢韓国，キムチの輸入超過国に－安価な中
国産の輸入が激増｣『日経速報ニュース』
2004.1.17。

（注16）（注13）に同じ。

（注17）（注８）に同じ。ほかに，東洋経済日報社
『韓国会社情報（2003下期版）』

（２） 素材型食品製造業の動向

次いで，韓国を代表する素材型食品製造

業である，製粉，製糖，でん粉・でん粉糖

産業について，国内消費，業界・生産状況，

原料事情，輸出入動向等についてその国際

性に着目しつつ検討してみよう。

ａ　製粉産業

（a） 韓国における消費動向

韓国における小麦粉生産量は，00年に

182万トンで近年増加基調にある（第15表）。

韓国内における１人当たりの小麦粉消費

量は34.4kg（01年）と日本（32.1kg=但し小

麦）に比べてやや多く，需要量の大部分を

占める業務用需要は，多用途粉，パン用粉，

ケーキ用粉，配合粉，小麦全粒粉に分類さ

れている。小麦粉全体の約３分の２が多用

途粉（中力粉）で，めんを中心に広い用途

に使用されている。
（注18）

小麦粉生産量の増加に

は，前述の韓国内における食の洋風化，外

部化等も影響しているものと考えられる。

農林金融2004・7
30 - 408

資料　韓国製粉工業協会『製粉工業現況（２００１）』,
（日本）製粉振興会ホームページ（海外サイト）
から作成   

第15表　小麦粉の韓国における�
　　生産・消費量推移�

１９９８年�

９９　�

００　�

３３．６�
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年１人当たり�
消費量（kg）�

１，６５２�
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５８５�

５８２�

世界�
生産量�

（百万トン）�

韓国�

�



（b） 韓国内の業界・生産状況

韓国内の小麦粉生産は，中

小企業も多い日本と違い大手

８社の独占状態となってい

る。これは，原料小麦の国内

生産が無いに等しくほぼ全量

を輸入していて，生産条件が

加工貿易の状態にあることに

よる。

８社合計の00年の加工能力

は年305万６千トン，加工実

績は240万３千トン，稼働率

は83.0％で，それぞれ上昇傾

向にある。加工能力と加工実績の差65万３

千トンが生産余力となる。第16表のとおり，

設立は1950年代に集中している。

小麦粉調製品は，（株）CJ（旧，第一製糖），

大韓製糖，東亜製粉（韓国製粉を吸収合併）

の３社が生産している。
（注19）

（c） 原料事情

韓国内における小麦生産は，主に朝鮮戦

争後のアメリカによる援助物資としての小

麦粉供給によって縮小したものと考えら

れ，02年で栽培面積1.8千ha，生産量5.8千

トンと極めて僅少で，近年減少傾向にあ

る。
（注20）

このため，小麦粉生産の原料となる小麦

は，アメリカ（132万９千トン，53％），オ

ーストラリア（103万６千トン，41％）等か

らほぼ全量が輸入されている（第17表）。

（d） 韓国における輸出状況

韓国の小麦粉輸出量は，03年で１万２千

トンと，僅少なものにとどまっている。
（注21）

一方，韓国の米粉を含む小麦粉調製品の

輸出量は，02年で７万９千トン（前年比

8.8％増），うち日本向けが７万７千トン

（同24.5％増）と，近年増加傾向にある。同
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資料　韓国製粉工業協会『製粉工業現況（２００１)』 �

表16表　小麦粉の韓国における生産体制�

会社名� 所在地�設立�
（年月）�

首都圏�

嶺南�

湖南�

地
域
別�

大韓製粉（株）�
東亜製粉（株）�
大鮮製粉（株）�
新韓製粉（株）�
（株）ＣＪ（旧,第一製糖（株））�
三和製粉（株）�

　　　  小計�

大韓製粉（株）�
東亜製粉（株）�
（株）ＣＪ（旧,第一製糖（株））�
嶺南製粉（株）�

　　　  小計�

韓国製粉（株）�

合計�

１９５２．１２�
１９５３．９�
１９５８．２�
１９５６．１２�
１９５３．１１�
１９５７．９�

�

-�
-�
-�

１９５９．６�

�

１９５６．９�
�

７３８，０００�
１７４，０００�
１９５，０００�
２４１，５００�
３３６，０００�
１１４，０００�

１，７９８，５００�

１５９，０００�
２８８，０００�
３９３，０００�
１３２，０００�

９７２，０００�

２８５，０００�

３，０５５，５００�

仁川�
仁川�
ソウル�
牙山�
ソウル�
仁川�

�

釜山�
釜山�
釜山�
釜山�

�

木浦�

１日�

加工能力�

年間�

２，４６０�
５８０�
６５０�
８０５�
１，１２０�
３８０�

５，９９５�

５３０�
９６０�
１，３１０�
４４０�

３，２４０�

９５０�

１０，１８５�

（単位　トン）

（単位　千トン，％）�

１９９８年�

９９　�

００　�

資料　第１５表に同じ�

第17表　原料小麦の韓国における輸入動向�
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４１�
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６�
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２，１４６�
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９９�

１０９�

１０２�
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輸出金額は同年で3,700万ドル（同9.4％増），

うち日本向けが3,400万ドル（同23.5％増）

と輸出量と同様近年増加傾向となっている

（第18表）。

なお，日本における韓国からの輸入小麦

粉調製品のCIF価格は，02年で56円／kgと，

日本の小麦粉調製品輸入全体にかかるCIF

価格（加重平均）101円／kgの55％程度と廉

価なものとなっている。
（注22）

おって，韓国における製粉用小麦の輸入

関税は1.92％となっている。なお，製粉用

小麦には260万トンまで１％とする割当関

税がある（
（注23）

04年12月まで）。

韓国・チリFTAでは，この関税率は即

時撤廃された。小麦粉の輸入関税（4.48％）

は，向こう５年間で順次引下げ2009年には

撤廃されることとなった。
（注24）

また，チリ側においては，小麦，小麦粉

が関税協定から除外されている。
（注25）

（e） 中国産品の動向

中国の小麦粉生産量は世界で唯一１億ト

ンを超えて（
（注26）

小麦生産量は，01年で9,400万

トン），価格・品質面でもかなりの優勢に

あるとされ，中国食品工業協会が，｢中国

は中国・アセアン包括的経済協力枠組み協

定（2002.11締結）に基づき2010年までに世

界最大の自由貿易区を確立するとしている

が，これも中国の小麦粉・関連製品輸出に

とって良いチャンスになる｣と指摘してい

るこ
（注27）

とに留意しておく必要があろう。

（注18）（日本）製粉振興会ホームページ，韓国農
村経済研究院『食品需給表（2001）』，韓国製粉
工業協会『製粉工業現況（2001）』，農林水産省
｢食糧需給表（2001年度）｣

（注19）筆者（04年２月）韓国食品工業協会聞き取
り調査。

（注20）（注４）に同じ。
（注21）日本貿易振興機構（以下，｢JETRO｣と略
記）｢World Trade Atlas｣データベース（財務
省貿易統計）

（注22）食糧庁（2003.3）『米麦加工食品等の現況』
（注23）｢関税法第71条の規定による割当関税の適
用に関する規定｣（（韓国）大統領令第18,186号，
2003.12.30）別表１｣

（注24）韓国農協中央会ホームページ
（www.nonghyup.comのnatureサイト）

（注25）農林水産省ホームページ（2004.5）｢FTA
を巡る状況｣

（注26）（日本）製粉振興会ホームページ（海外サ
イト）

（注27）｢中国小麦粉輸出，東南アジア市場に狙い，
価格・品質で優位｣『日本食糧新聞』2003.12.5

ｂ　製糖産業

（a） 韓国における消費動向

韓国における砂糖生産量は，01年度に

125万５千トンで近年横ばい傾向にある。

韓国内における１人当たりの砂糖（蜂蜜

を含む）消費量は19.9kg（01年度）と日本

（20.0kg）とほぼ同じで，近年横ばい状態に

ある。これは，国民に砂糖が健康に悪いも

のと理解されていることにも起因している

ものとされる。

01年度の韓国内の砂糖需要量は92万２千

トンで近年には増加傾向にあり，輸出量は
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資料　JETRO『アグロトレード・ハンドブック（２００３）』   

第18表　小麦粉調製品の韓国における輸出動向�
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２３．５�
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32万４千トンで減少傾向にある（第19表）。

輸出が行われているのは，各社設立時に将

来への余力を持たせて生産能力が設定され

ているなか，異性化糖の生産が増加して設

備過剰となったことによるものである。

砂糖の用途別消費量は00／01年度の粗糖

ベースで，家庭用が55万４千トン（50.9％），

工業用が53万５千トン（49.1％）となって

いる。

韓国内の精製糖のメーカー販売価格と小

売価格は00年で586ドル／トン，639ドル／トン

と世界市場価格を上回っていたが，近年低

下傾向にある。これには，10％の付加価値

税と３％の教育税を撤廃した

ことも寄与している。

韓国からの輸出用の精製糖

価格は世界市場価格に依存し

ており，00年で280ドル／ト

ンとなっている。なお，使用

される粗糖は３％の粗糖関税

を免除され，政府の介入は全

く無いものとされる。
（注28）

（b） 韓国内の業界・生産状況

韓国内の精製糖生産は韓国内でてん菜

糖，甘しゃ糖の生産がないため，粗糖を輸

入して精製する形態となっており，精製を

目的に設立された装置産業である大手企業

による寡占状態となっている。

上位７社のシェアは，韓国内の糖類出荷

額で見た場合には92.3％，糖類輸出額でみ

た場合には68.2％となっている（00年）。韓

国内の糖の生産能力は166万トン，生産量

は156万９千トン，生産額は9,177億ウォン

（約918億円）で，稼働率は94.6％，生産余

力は9,100トンとなっている（00年）。第20

表のとおり，製粉産業同様，設立は1950年

代が多い。

韓国製糖業界各社は，国内需要が低迷す

るなか飼料への参入等経営多角化で企業存

続を図っているが，韓国一の総合食品メー

カーへと成長した（株）CJ（旧，第一製糖）

を除くと総じて厳しい環境にあるとされ

る。

ソルビトール調製品は
（注29）

，タイ，韓国，シ
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資料　韓国農村経済研究院『食品需給表（２００１）』,農畜産業振興機
構ホームページ「需給関係資料｣,（２００１．５）「韓国砂糖産業の
概要」から作成     �

（注）　世界生産量の２００１年度は推定値（ＬＭＣ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｌｔｄ．）。
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ンガポールの３か国で製造されており，う

ち韓国では精製糖メーカー３社（（株）CJ

（旧，第一製糖），大韓製糖，三養社）が製

造している。３社の生産数量は，合計で約

４万トンと推定される。近年日本のＵ（株）

との販売競争が激化しており，生産量は減

少傾向で，各社の年間生産量は（株）CJ

（旧，第一製糖）=１万８千トン，大韓製糖=

１万４千トン，三養社=８千トンとなって

いる。なお，ソルビトール調製品の推定世

界生産量は９万8,500トンで，韓国におけ

る推定生産量４万トンはその40.6％を占め

る。
（注30）

（c） 原料事情

精製糖生産の原料となる粗糖は，オース

トラリア，南アフリカ，タイ（以上３か国

で70～80％），ブラジル，コロンビア，フィ

ジーから輸入している。
（注31）

（d） 韓国における輸出状況

韓国における砂糖輸出量は，01年に32万

４千トンで減少傾向にある。同輸出額は，

9,688万６千ドル（＠＝299ドル／トン）で，

前年比１万４千トン（16.6％）増加した。

02年の輸出は，香港，中国，日本，フィリ

ピン，シンガポールの５か国で総輸出金額

の78％を占め，うち日本向けの輸出額は

1,045万８千ドル（同11.2％）で横ばいから

増加基調にある（前掲第19表，第21表）。

ちなみに，韓国においては加糖調製品の

輸入が行われており，中国，南アフリカ，

エジプト，サウジアラビアからバルク単位

で年１千万トン程度輸入されている。
（注32）

なお，韓国における粗糖の関税率は３％

と低い。一方，韓国内精製糖産業保護のた

め精製糖の関税率は50％と高めに設定され

ている。おって，各種の加糖調製品の関税

率は０～57.4％となっている。

韓国・チリFTAでは，粗糖の輸入関税

（３％）は，韓国内製糖産業保護の必要と，

韓国内甘しゃ，てん菜生産者保護の必要性

が無いこともあってか即時撤廃された。精

製糖の輸入関税（50％）はDDA（WTO）

交渉が終了した以降に議論することとされ

た。

また，ソルビトールの輸入関税（８％）

は，向こう５年間で順次引き下げ2009年に

は撤廃されることとなった。
（注33）

（e） 中国産品の動向

中国における砂糖の需給バランスは，

02／03年度で生産量1,100万トン，消費量

1,100万トン（粗糖換算）と大きく，近年両

者とも増大しているが，輸入量，輸出量は

各49万トン，18万トンとまだ相対的に小さ

いものにとどまっている。
（注34）
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ｃ　でん粉・でん粉糖産業

次に，同じく素材型産業だが，

原材料の韓国内生産があるという

点で異なっているでん粉・でん粉

糖産業について見てみよう。

（a） 韓国における消費動向

韓国におけるでん粉・でん粉糖

の用途別処分量は，でん粉，果糖

それぞれ40万トン程度（でん粉使

用量ベース）となっている。

また，韓国内におけるトウモロコシでん

粉の用途別使用実績は｢その他の用途｣を除

くと，製紙用が11万６千トンと一番大きく，

２番目がビール用の６万８千トン，３番目

が食品加工用の４万５千トン，４番目が接

着剤の４万３千トンで，それぞれ近年横ば

い状態のなか，日本と同様３番目の食品加

工用（水産練り製品，麺類，菓子等）が大き

く減少してきている。
（注35）

（b） 韓国内の業界・生産状況

韓国内のでん粉，でん粉糖生産は，でん

粉糖生産を中心に中小企業も多い日本と違

い大手４社の寡占状態となっている。

４社によるでん粉，でん粉糖生産は，ト

ウモロコシを主原料に年平均約200万トン

（副産物を含む），売上高は約７千億ウォン

（約700億円）で，飲料，製パン，製菓，氷

菓等の食品産業向けに基礎素材の生産・販

売を行っている。第22表のとおり1950年代

の設立は１社のみで，残りは60年代半ば以

降の，アメリカ企業との合弁設立となって

いる。このうち新東邦（株）はいわゆるワ

ークアウト企業となっており，（株）CJ

（旧，第一製糖）によって買収される予定で

ある（既に管理銘柄入りしている）
（注36）

。（株）CJ

が新東邦を買収するのは，小麦粉・砂糖の

取扱量が減少するなかで，韓国内需向けの

リジン原料であるでん粉糖を確保するため

のものとされる。新東邦の買収合戦には，

大象，三養Genex（親会社，三養社とコンソ

ーシアムを形成して）も参戦した。

（c） 原料事情

でん粉・でん粉糖の原料のうち，馬鈴薯，

甘薯の韓国内生産量は84万６千トン，甘薯

は45万２千トン（00年）で，主産地はそれ

ぞれ，江原道，京畿道・全羅南道となって

いる。
（注37）

でん粉・でん粉糖産業の主力原料である

トウモロコシの輸入量は，近年200万トン

程度で推移し，02年では209万７千トン

（国産原料は０千トンで，合計使用量は209万

８千トン）となっている。

主な輸入先は，アメリカ，中国，ブラジ
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資料　東洋経済日報社『韓国会社情報（２００３下期版）』,韓国農水畜産新聞『韓
国食品年鑑（２００３）』（関連協会資料）等から作成      �
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ルで，02年に実施されたGMO（遺伝子組換

え作物）表示制の影響で，NON-GMOのブ

ラジル産と中国産の輸入が大きく増加し，

相対的にアメリカ産の輸入は減少した。
（注38）

（d） 韓国における輸出状況

韓国におけるでん粉輸出額は，02年に

1,555万６千ドルで，前年比14.2％減少した。

02年の輸出は，フィリピン，台湾，インド

ネシア，マレーシア，バングラデシュ，日

本向けで総輸出額の93％を占め，うち日本

向けの輸出額は35万５千ドル（同2.3％）で，

ほぼ横ばい状態にある（第23表）。

なお，韓国・チリFTAでは，馬鈴薯，

甘薯の輸入関税（現行各307.4％，389.3％ま

たは342ウォン／kg）は，DDA（WTO）交渉

が終了した以降に議論することとされた。

トウモロコシの現行輸入関税（３％）は，

即時撤廃された（国内生産量が７万３千トン

（02年）と僅少のためと考えられる）。

馬鈴薯でん粉，甘薯でん粉，コーンスタ

ーチの現行輸入２次関税（各 4 6 0 . 1％，

243.9％，228.5％）は，DDA（WTO）交渉

が終了した以降に議論することとされた。
（注39）

（e） 中国産品の動向

韓国農水畜産新聞『韓国食品年鑑（2003）』

では，中国産製品が低価格で輸入されてい

るとし，国内産業保護，基礎原料としての

重要性等から，輸入割当と２次高関税政策

で保護すべきものとし，WTOによる関税

引下げ等は国内基礎素材産業に対して非常

に厳しいものと予想している。
（注28）農畜産業振興機構｢韓国砂糖産業の概要｣
（2001.5，LMC International Ltd.報告）。

（注29）ソルビトールは，でん粉を加水分解したブ
ドウ糖から合成される甘味料（食品添加物）で，
ソルビットともいう。調製品は砂糖との混合物。
砂糖に対する価格優位性（約４分の３）から需
要が伸びている。

（注30）農畜産振興機構（2000.6）｢ソルビトール
調製品流通実態調査結果｣

（注31）筆者（2004.1）大韓製糖協会聞取り調査。
（注32）（注31）に同じ。
（注33）（注21）に同じ。
（注34）農畜産業振興機構（2004.5）｢中国の砂糖
産業の概要について｣

（注35）（注８）に同じ。
（注36）（株）CJホームページ（2004.2.4付けコリ
ア・ヘラルド記事引用）

（注37）（注４）に同じ。
（注38）（注８）に同じ。
（注39）（注24）に同じ。

以上，原料や製品の貿易等国際的な関係

も念頭に置きつつ，韓国食品産業の動向を

概観してきた。このうち，日本の現行輸入

関税が高い品目について，韓国内原料農産

物生産の有無をキーに関税率ともども整理

すると，第24表のとおりとなる。

日韓双方で原料農産物の国内生産がある

でん粉は，両国の国内事情は似通っており，

ともに高い関税障壁と国内支持（日本）に
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よって国内農業が保護されていて，日韓双

方にとって重要な品目である。

一方，アメリカによる食料援助やそれを

受けた三白景気等を経て成立した製粉，製

糖産業は，一方でその原料農産物をほとん

どすべて海外に依存する農業構造をもたら

した。これら韓国内の原料農産物生産が僅

少または皆無である小麦粉，精製糖につい

ては，韓国内農業保護の必要性が低いまた

は無いことから，製粉，製糖産業に利する

ようその原材料にかかる韓国の関税障壁は

低く設定され，その反面，国内製粉，製糖

産業保護のためにその生産・加工物である

小麦粉，精製糖の輸入関税は相対的に高く

設定されている。
（注40）

一方，国内での原料農産物生産がある日

本の小麦・小麦粉，粗糖・精製糖の関税障

壁等は高いものとなっている。これらの品

目は日本にとって重要なものとなる。

いずれにせよ本稿で取り上げた小麦粉

（小麦），砂糖（甘しゃ・てん菜），でん粉

（甘薯・馬鈴薯）は，日本の食料自給面でも

地域農業経営にとっても欠くことのできな

いものである。小麦は，稲作における生産

調整に伴う転作作物や，北海道における大

規模畑作経営の輪作作物として重要な作物

で，生産量も増大してきている。甘しゃ，

てん菜は，沖縄県，鹿児島県南西諸島，北

海道の地域農業を支えるうえでの基幹作物

であり，甘しゃは台風，干ばつと共存する

ために不可欠の作物となっており，てん菜

は輪作作物に組み込まれている。馬鈴薯は

水稲に次ぐ生産量をもつ，北海道や都府県

の畑作農業の主要作物であり，北海道では

同じく輪作体系における基幹作物に組み込

まれている。甘薯は生産量８位の，本州以

南に普及する畑作物で，特に台風，干ばつ，

シラス土壌という悪条件と共存する南九州

畑作地帯における基幹作物となっている。

以上にみるように，食品産業はそれぞれ

の国の農業との深いつながりのもとに成立

している。

もちろん食品産業と農業の利害は必ずし

も一致しないこともあるが，双方が相まっ

て一国の食料事情を形成しており，それぞ

れについて保護・育成を図っていく観点が

重要である。

こうしたことからまた，FTAを含む国

際的な関税協定レベルでは，品目別に十分

にその国の国内農業事情，原料事情を勘案

する必要があることが分かる（もちろん品

目別の最終的な関税協定のあり様は，今後の

WTO新多角化通商交渉と，それをも受けた国

内農政改革の帰趨によっても影響を受けるこ

ととなるが）。

韓国も日本もその国内食料・農業事情

は，専業農家比率を除けば極めて似通って

いる。食料自給率（カロリーベース）は，
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（生産構造）�

独占また�
は寡占�
�
資料　筆者作成（日本の関税率（関税相当量）は農林水産省

が試算した換算百分率）    �
（注）　加工品名に付された数値は関税率（関税相当量）で,

上段は韓国,下段の斜字は日本のもの。２次税率のあ
るものは２次税率。    

第24表　韓国食品製造業の分類と輸入関税�

 ２４３～４６０％�
でん粉�

４．４８％�
小麦粉�

５０％�
精製糖�

２９０％� ９０％� ２７０％�

有� 無（または僅少）�

韓国内原料農産物の有無�
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主に第二次世界大戦後のアメリカの援助物

資により縮小したものと考えられる小麦生

産と，水田中心で飼料用穀物の生産量が少

ないことを主因に，02年で韓国47％，
（注41）

日本

40％と低下・低迷している。日韓FTA等

国際的な貿易協定は，お互いの国内食料・

農業事情をよく理解し合い，その必要な保

護・育成を確保していくものとする必要が

あるだろう。

（注40）製粉用小麦の輸入関税1.92％（200万トン
まで１％）に対して小麦粉の輸入関税は4.48％
と開きがあるが，小麦粉関税4.48％自体の絶対
水準は低い。これは，アジア域内の競争条件が
相対的に緩やかであることによるものと考えら
れる（東南アジア諸国での小麦粉生産がなく，
中国も未だ内需型で，日本産はコスト高等）。

（注41）｢食料自給率，47％で調査開始以来最低水
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『食品需給表（2002）』）。
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